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(57)【要約】
提案されるアプローチは、モバイル通信ネットワーク（
キャリア）を経由して信号を不規則に（間を空けて）伝
送するように構成されるシステムおよび方法を検討する
。受信ギャップが、受信機が不規則信号周期と呼ばれる
ある期間中、少なくとも１回、信号を受信するであろう
可能性を増加させながら適用される。最初に、伝送オフ
セットのセットが、選択され、伝送オフセットは、バー
ストが、選択された伝送オフセットを使用して伝送され
るであろう場合、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受
信機が、少なくとも１つの信号をその持続時間全体にお
いて受信するであろうように、バースト内に相対的伝送
時間を定義する。次いで、不規則信号周期中、信号が、
少なくとも１回、選択されたセットにおいて、伝送オフ
セットの各々を使用して、一連の１つ以上の連続バース
トにおいて伝送される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　モバイル通信ネットワーク内における信号伝送をサポートするシステムであって、
　選択ユニットであって、前記選択ユニットは、動作時、複数の有効受信ギャップ構成に
基づいて複数の伝送オフセットを選択するように構成され、信号のバーストが前記複数の
伝送オフセットを使用して伝送される場合、任意の受信ギャップ構成を伴う受信機は、前
記信号のうちの少なくとも１つをその持続時間全体において受信し、前記伝送オフセット
の各々は、前記バースト内の信号伝送時間を定義する、選択ユニットと、
　動作時、ある期間中、前記選択された伝送オフセットの各々を使用して１つ以上のバー
ストにおいて１つ以上の信号を伝送するように構成されている送信機と、
　前記受信ギャップの有効構成を伴う前記受信機であって、前記受信機は、動作時、前記
ある期間中、前記信号のうちの少なくとも１つをその持続時間全体において受信するよう
に構成されている、前記受信機と
　を備えている、システム。
【請求項２】
　前記バーストの持続時間は、前記有効受信ギャップ構成の間での最大受信ギャップ周期
に等しい、請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記選択ユニットおよび前記送信機の各々は、マクロ基地局、高伝送電力基地局、低伝
送電力ノード（ＬＰＮ）、ならびに、識別および接続のために多層ネットワークにおいて
そのセル識別情報を前記ＵＥのうちの１つに伝送するように動作可能である別の基地局の
うちの１つである、請求項１に記載のシステム。
【請求項４】
　前記ある期間は、不規則信号周期であり、前記不規則信号周期中、前記受信機は、少な
くとも１回、前記信号のうちの１つをその持続時間全体において受信する、請求項１に記
載のシステム。
【請求項５】
　前記送信機は、１つまたは複数の連続不規則信号周期内において同一伝送オフセットを
伴う前記バーストを伝送するように構成され、前記１つまたは複数の連続不規則信号周期
中、前記受信ギャップの有効構成を伴う前記受信機は、少なくとも１回、前記信号のうち
の１つをその持続時間全体において受信する、請求項４に記載のシステム。
【請求項６】
　前記送信機は、一連の減少バーストにおいて前記信号を伝送するように構成され、前記
減少バーストの各々は、普通のバーストと同一の持続時間を有するが、前記伝送オフセッ
トのサブセットを使用する、請求項１に記載のシステム。
【請求項７】
　前記伝送オフセットのセットおよび前記減少バーストにおいて使用されるサブセットは
、前記伝送される信号が周期的であるように選択されている、請求項６に記載のシステム
。
【請求項８】
　前記選択ユニットは、異なる信号群のために前記伝送オフセットを選択するように構成
されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項９】
　前記送信機は、前記異なる信号群を時間多重化するように構成されている、請求項８に
記載のシステム。
【請求項１０】
　前記送信機は、前記信号オフセットを前記バースト内に周期性を伴って均一に分散させ
るように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１１】
　記送信機は、前記信号の一部を時間的に分離された複数の異なる信号部分に分割し、伝
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送するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記受信機は、同一期間中に伝送される異なる信号群を区別するように構成されている
、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記受信機は、伝送される前記信号の存在および／またはどの伝送パラメータが使用中
であるかを検出するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１４】
　前記受信機は、前記受信ギャップにおいて受信された信号に基づいて相関関数を推定し
、前記伝送パラメータを推定するように構成されている、請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記受信機は、参照時間との関係において、前記ある期間の相対的タイミングを検出す
るように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記伝送される信号は、複数のスモールセルからのスモールセル発見信号（ＤＳ）であ
り、前記複数のスモールセルは、スモールセルの複数のクラスタに分割されている、請求
項１に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記受信機は、前記受信機がどのクラスタに最も近いかが未知である場合、受信ギャッ
プオフセットの第１のセットからの１つで構成されている、請求項１６に記載のシステム
。
【請求項１８】
　前記第１のセットは、単一の受信ギャップオフセットを含む、請求項１７に記載のシス
テム。
【請求項１９】
　前記送信機は、前記第１のセットにおける前記受信ギャップオフセットに対して、前記
受信機が最も近いクラスタが検出されるような方法で前記発見信号を多重化するように構
成されている、請求項１７に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記スモールセルは、前記受信機がどのクラスタに最も近いかが既知である場合、受信
ギャップオフセットの第２のセットからの１つで構成されている、請求項１６に記載のシ
ステム。
【請求項２１】
　前記第２のセットは、単一の受信ギャップオフセットを含む、請求項２０に記載のシス
テム。
【請求項２２】
　前記スモールセルは、前記第２のセットにおける受信ギャップオフセットに対して、前
記受信機が最も近い前記クラスタのセルが検出されるような方法で前記発見信号を多重化
するように構成されている、請求項２０に記載のシステム。
【請求項２３】
　モバイル通信ネットワーク内における信号伝送をサポートする方法であって、
　複数の有効受信ギャップ構成に基づいて複数の伝送オフセットを選択することであって
、信号のバーストが前記複数の伝送オフセットを使用して伝送される場合、任意の受信ギ
ャップ構成を伴う受信機は、前記信号のうちの少なくとも１つをその持続時間全体におい
て受信し、前記伝送オフセットの各々は、前記バースト内に信号伝送時間を定義する、こ
とと、
　ある期間中、前記選択された伝送オフセットの各々を使用して１つ以上のバーストにお
いて１つ以上の信号を伝送することと、
　前記受信ギャップの有効構成を伴う前記受信機の各々によって、前記ある期間中、前記
信号のうちの少なくとも１つをその持続時間全体において受信することと
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　を含む、方法
【請求項２４】
　前記バーストの持続時間は、前記有効受信ギャップ構成間の最大受信ギャップ周期に等
しい、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　１つまたは複数の連続期間内において同一伝送オフセットを伴う前記バーストを伝送す
ることをさらに含み、前記１つまたは複数の連続期間中、前記受信ギャップの有効構成を
伴う前記受信機は、少なくとも１回、前記信号のうちの１つをその持続時間全体において
受信する、請求項２３に記載の方法。
【請求項２６】
　一連の減少バーストにおいて前記信号を伝送することをさらに含み、前記減少バースト
の各々は、普通のバーストと同一の持続時間を有するが、前記伝送オフセットのサブセッ
トを使用し、前記伝送オフセットのセットおよび前記減少バーストにおいて使用されるサ
ブセットは、前記伝送される信号が周期的であるように選択される、請求項２３に記載の
方法。
【請求項２７】
　異なる信号群のために前記伝送オフセットを選択し、前記異なる信号群を時間多重化す
ることをさらに含む、請求項２６に記載の方法。
【請求項２８】
　前記信号を周期的に伝送すること、および／または前記信号オフセットを前記バースト
内に周期性を伴って均一に分散させることをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項２９】
　前記信号のうちの一部を時間的に分離された複数の異なる信号部分に分割し、伝送する
ことをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３０】
　同一期間中に伝送される異なる信号群を区別することをさらに含み、前記異なる信号は
、未使用リソース要素（ＲＥ）を使用する発見信号である、請求項２３に記載の方法。
【請求項３１】
　前記伝送される信号の存在および／またはどの伝送パラメータが使用中であるかを検出
することをさらに含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３２】
　前記受信ギャップにおいて受信された信号に基づいて相関関数を推定し、前記伝送パラ
メータを推定することをさらに含む、請求項３０に記載の方法。
【請求項３３】
　参照時間との関係において、前記ある期間の相対的タイミングを検出することをさらに
含む、請求項２３に記載の方法。
【請求項３４】
　前記伝送される信号は、複数のスモールセルからのスモールセル発見信号（ＤＳ）であ
り、前記複数のスモールセルは、スモールセルの複数のクラスタに分割されている、請求
項２３に記載の方法。
【請求項３５】
　前記受信機がどのクラスタに最も近いかが未知である場合、受信ギャップオフセットの
第１のセットからの１つを伴って前記受信機を構成することをさらに含む、請求項３４に
記載の方法。
【請求項３６】
　前記第１のセットは、単一の受信ギャップオフセットを含む、請求項３５に記載の方法
。
【請求項３７】
　前記第１のセットにおける前記受信ギャップオフセットに対して、前記受信機が最も近
いクラスタが検出されるような方法で前記発見信号を多重化することをさらに含む、請求
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項３５に記載の方法。
【請求項３８】
　前記受信機がどのクラスタに最も近いかが既知である場合、受信ギャップオフセットの
第２のセットからの１つを伴って前記受信機を構成することをさらに含む、請求項３４に
記載の方法。
【請求項３９】
　前記第２のセットは、単一の受信ギャップオフセットを含む、請求項３８に記載の方法
。
【請求項４０】
　前記第２のセットにおける前記受信ギャップオフセットに対して、前記受信機が最も近
い前記クラスタ内のセルが検出されるような方法で前記発見信号を多重化することをさら
に含む、請求項３８に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　（関連出願）
　本願は、米国特許法§１１９（ｅ）に基づき、仮出願第６１／８８１，６７４号（２０
１３年９月２４日出願、名称「ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　Ｉ
ＲＲＥＧＵＬＡＲ　ＳＩＧＮＡＬ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ　ＩＮ　Ａ　ＳＹＳＴＥＭ
　ＷＩＴＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮ　ＧＡＰＳ」）に対する優先権の利益を主張し、上記出
願は、その全体が参照により本明細書に援用される。
【０００２】
　本願は、米国特許法§１１９（ｅ）に基づき、仮出願第６１／９３７，２０２号（２０
１４年２月７日出願、名称「ＭＥＴＨＯＤ　ＡＮＤ　ＡＰＰＡＲＡＴＵＳ　ＦＯＲ　ＩＲ
ＲＥＧＵＬＡＲ　ＳＩＧＮＡＬ　ＴＲＡＮＳＭＩＳＳＩＯＮ　ＩＮ　Ａ　ＳＹＳＴＥＭ　
ＷＩＴＨ　ＲＥＣＥＰＴＩＯＮ　ＧＡＰＳ」）に対する優先権の利益も主張し、上記出願
は、その全体が参照により本明細書に援用される。
【０００３】
　（発明の分野）
　本発明は、概して、セルラー通信システムに関し、特に、モバイル通信ネットワークを
経由した不規則信号の伝送に関する。
【背景技術】
【０００４】
　通信システム内で伝送される信号の時間の持続時間（以下、「持続時間」）が、少なく
とも部分的に、信号の目的に基づいて、定義または決定される。受信機は、信号がその持
続時間全体において受信される場合、信号を適切に使用することができる。受信機が、そ
の持続時間の一部のみの信号を受信する場合、信号の目的のために、受信機が受信された
部分を依然として使用し得ることに留意されたい。しかしながら、信号の目的である動作
の性能、品質、または成功率は、信号がその持続時間全体において受信される場合と比較
して、典型的には低下されるであろう。いくつかのタイプの信号に対して、その持続時間
の一部のみを受信することが容認可能であり得る。そのような信号に対して、逸失部分は
、信号の目的に従って処理を完了するために、後の時間に受信されることができる。非限
定的実施例に対して、いくつかの信号は、時間的に分離された複数の異なる信号部分に分
割される。反復信号が、複数の異なる反復信号部分に分割され得る。１つの非限定的実施
例では、受信機は、複数の信号部分を使用して、信号の目的である動作を行う。したがっ
て、信号持続時間は、複数の信号部分に及ぶ。しかしながら、いくつかの他の信号に対し
て、逸失部分は、信号の目的に従って処理を完了するために、後の時間に受信されること
ができない。そのような信号は、適切に使用されるために、その持続時間全体において受
信されなければならない。
【０００５】
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　ある場合には、受信機は、信号の目的である動作の性能、品質、または成功率をさらに
改善するために、複数の信号をその持続時間全体において受信し得る。非限定的実施例に
対して、複数の信号は、異なる期間、異なる周波数、異なるコード空間（ある種類の異な
るコードを使用する）、またはこれらの組み合わせにおいて受信されることができる。非
限定的実施例に対して、ロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）ユーザ機器（ＵＥ
）は、例えば、検出性能を改善するために、異なるサブフレームにおいて、複数の一次同
期信号（ＰＳＳ）をその持続時間全体において受信し得る。ＰＳＳ実施例では、ＵＥは、
複数の同じ信号を組み合わせる。別のＬＴＥ実施例では、いくつかの（例えば、最大６つ
の）ＬＴＥ測位参照信号（ＰＲＳ）が、連続したサブフレームで伝送され、ＵＥが、その
持続時間全体において、これらのＰＲＳを組み合わせることによって、測位のための測定
を改善することを可能にし得る。別のＬＴＥ実施例では、ＵＥは、例えば、物理ダウンリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）が、異なる冗長バージョンを使用して再伝送されるとき
、その持続時間全体において、複数の異なる信号を組み合わせ得る。
【０００６】
　ある場合には、送信機は、複数の信号を同時に（並行して）伝送し得、信号は、同一種
類である。非限定的実施例に対して、ＬＴＥ基地局（ｅＮＢ）は、同時に、異なるセル特
有参照信号（ＣＲＳ）またはチャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）を異なるアンテ
ナポートから伝送し得る。上記に定義されるような信号は、典型的には、例えば、一次同
期信号（ＰＳＳ）または二次同期信号（ＳＳＳ）として、その持続時間の間、継続的に、
すなわち、正電力を伴って伝送される。しかしながら、これは、いくつかの信号が、ＬＴ
ＥにおけるＰＲＳおよびＣＳＩ－ＲＳ信号等、ゼロ伝送電力を伴う期間を含むため、必要
ではない。ここで、ＬＴＥにおける信号持続時間のいくつかの非限定的実施例を挙げる。
・　一次同期信号（ＰＳＳ）は、１　ＬＴＥ　ＯＦＤＭシンボルの持続時間を有する。こ
れは、ｅＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）によって伝送される。受信機（ＬＴＥでは、ＵＥと呼ばれ
る）が、ＰＳＳをその持続時間全体において受信する場合、ＰＳＳの目的である動作、例
えば、検出、概算時間／周波数同期、およびパラメータ推定を適切に行うことができる。
・　二次同期信号（ＳＳＳ）は、１　ＬＴＥ　ＯＦＤＭシンボルの持続時間を有する。こ
れは、ｅＮＢによって伝送される。ＵＥが、ＳＳＳをその持続時間全体において受信する
場合、ＳＳＳの目的である動作、例えば、物理セルｉｄ（ＰＣＩ）の決定を適切に行うこ
とができる。
・　セル特有参照信号（ＣＲＳ）（アンテナポートに対応する）は、１　ＬＴＥ　ＯＦＤ
Ｍシンボルの持続時間を有する。これは、ｅＮＢによって伝送される。ＵＥが、ＣＲＳを
その持続時間全体において受信する場合、ＣＲＳの目的である動作、例えば、チャネル推
定を適切に行うことができる。
・　測位参照信号（ＰＲＳ）は、１１　ＬＴＥ　ＯＦＤＭシンボルの持続時間を有する。
これらのＯＦＤＭシンボルのいくつか中のその電力は、ゼロである。これは、ｅＮＢによ
って伝送される。ＵＥが、ＰＲＳをその持続時間全体において受信する場合、ＰＲＳの目
的である動作、例えば、到着時間の推定を適切に行うことができる。
・　チャネル状態情報参照信号（ＣＳＩ－ＲＳ）は、構成に応じて、２（１または２つの
アンテナポートの場合）または９　ＯＦＤＭシンボル（３つ以上のアンテナポートの場合
）の持続時間を有する。９　ＯＦＤＭシンボルＣＳＩ－ＲＳ信号の場合、これらのうちの
最初の２つと最後の２つのみ、非ゼロ電力を有する。これは、ｅＮＢによって伝送される
。ＵＥが、ＣＳＩ－ＲＳをその持続時間全体において受信する場合、ＣＳＩ－ＲＳの目的
である動作、例えば、チャネル品質インジケータ（ＣＱＩ）の算出を適切に行うことがで
きる。
・　物理ブロードキャストチャネル（ＰＢＣＨ）は、４　ＬＴＥ　ＯＦＤＭシンボルの持
続時間を有する。これは、ｅＮＢによって伝送される。ＰＢＣＨは、システム情報を搬送
する。ＵＥが、ＰＢＣＨをその持続時間全体において受信する場合、ＰＢＣＨの目的であ
る動作、例えば、システム情報の抽出成功を適切に行うことができる。
・　物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）は、１　ＬＴＥサブフレームの持続時
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間（ＰＤＣＣＨ／ＰＣＦＩＣＨ／ＰＨＩＣＨのために使用される最初の１－３のＬＴＥ　
ＯＦＤＭシンボルを差し引いたもの）を有する。これは、ｅＮＢによって伝送される。Ｐ
ＤＳＣＨは、データ（１つ以上のトランスポートブロックにおいて）をＵＥに搬送する。
ＵＥが、ＵＥのために意図されたＰＤＳＣＨをその持続時間全体において受信する場合、
ＰＤＳＣＨの目的である動作、例えば、データの抽出成功を適切に行うことができる。
・　ＰＳＳ／ＳＳＳに隣接する未使用リソース要素（ＲＥ）上の発見信号（ＤＳ）は、２
　ＯＦＤＭシンボルの持続時間を有し、信号は、ｅＮＢによって伝送される。ＵＥが、そ
ＤＳをの持続時間全体において受信する場合、ＤＳの目的である動作、例えば、スモール
セルの発見成功を適切に行うことができる。
上記および下記に列挙されるＬＴＥ実施例は、通常サイクリックプレフィックス（ＣＰ）
を用いたＬＴＥ周波数分割複信（ＦＤＤ）のために与えられる。他のＬＴＥ構成に対して
、他の数が、適用され得る。
【０００７】
　いくつかの信号、特に、多目的信号に対して、検討される信号の目的に応じて、持続時
間の複数の解釈が存在する。ＬＴＥ　ＣＲＳの例では、チャネル推定等のいくつかの動作
は、ＣＲＳを含む単一ＯＦＤＭシンボルの受信のみを要求し得る。周波数オフセット推定
等の他の動作は、適切に機能するために、ＣＲＳを含む複数のＯＦＤＭシンボルの受信を
要求し得る。
【０００８】
　通信システムでは、信号は、その持続時間全体において、繰り返し伝送され得る。非限
定的実施例に対して、５サブフレーム毎の１　ＯＦＤＭシンボル中に伝送される、ＬＴＥ
におけるＰＳＳ等、同一信号が、繰り返し伝送されることができる。ＬＴＥにおけるＣＳ
Ｉ－ＲＳに対して、その伝送周期は、５～８０ｍｓに構成可能である。反復信号伝送の別
の実施例では、同一種類の信号が、繰り返し伝送されるが、連続反復中に何らかの変動を
伴う。非限定的実施例に対して、ＬＴＥ　ＰＢＣＨは、１０サブフレーム毎に伝送される
が、４つの異なる冗長バージョンが、４つの連続した伝送において伝送される。故に、シ
ステム情報が変化していないと仮定すると、同一信号は、４０サブフレーム毎に伝送され
る。別の例は、ＬＴＥにおけるＣＲＳであり、これは（アンテナポートのために）、数Ｏ
ＦＤＭシンボル毎に、但し、異なるＯＦＤＭシンボルにおいて異なるシンボル値を使用し
て伝送され、同一ＣＲＳシンボル値は、１０サブフレーム毎に繰り返される。第３の例は
、ＬＴＥにおけるＳＳＳであり、これは、５ｍｓ毎に伝送されるが、但し、２　ＳＳＳ毎
にのみ、同一信号である。
【０００９】
　いくつかの通信システムでは、信号は、前述の例におけるように、１つの伝送の終了と
次の伝送の開始との間に、多少の時間が存在するように、繰り返し伝送されることができ
る。信号はまた、１つの伝送の終了と次の伝送の開始との間に全く時間が存在しないよう
に、繰り返し伝送されることができる。信号はまた、すぐ上で述べた２つの方法の組み合
わせにおいて、繰り返し伝送されることができる。非限定的実施例に対して、ＬＴＥ　Ｐ
ＲＳ信号は、最大６つの連続したサブフレームにおいてＰＲＳを伴うバーストで伝送され
ることができる（測位機会とも呼ばれる）。そのようなＰＲＳバーストは、次いで、１６
０－１２８０サブフレームの構成可能周期を伴って、周期的に伝送され得る。
【００１０】
　いくつかの通信システムでは、受信機は、ここでは受信ギャップと呼ばれる、ある時間
ギャップにおいてのみ、信号を受信し得る。受信ギャップは、例えば、ネットワークによ
って、完全または部分的に構成可能であることができる。受信ギャップ特性は、例えば、
ＬＴＥ等の通信規格において規定されるように、完全または部分的に、静的であることが
できる。受信ギャップは、周期的であることができる。受信ギャップ構成は、例えば、ギ
ャップ長さ、周期、および時間オフセットであり得、これは、ギャップ長さを伴う受信ギ
ャップが、ギャップ周期および参照時間と関連した時間オフセットで繰り返されることを
意味する。別の例では、受信ギャップ構成は、周期的に繰り返される、ギャップのパター
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ンである。受信ギャップ構成は、１つまたは複数の（周波数）キャリアに対して有効であ
り得る。受信機は、例えば、１つのキャリアに対して１つの構成、別のキャリアに対して
別の構成等、複数の受信ギャップ構成で構成され得る。受信機は、複数のキャリアに対し
て、さらに、複数の無線アクセス技術（ＲＡＴ）に対してさえ有効な受信ギャップ構成で
構成され得る。異なる受信機は、異なる受信機ギャップ構成を有することができる。受信
機はまた、周期、長さ、およびオフセット等の個々の特性を伴う、同一キャリアに対して
有効である、複数の受信ギャップ構成を有することができる。
【００１１】
　いくつかの通信システムでは、ＬＴＥ　ＵＥは、ある測定ギャップにおいて、周波数間
セル検索、測定等を行うように構成されることができる。測定ギャップ中、ＵＥは、サー
ビス提供セル上で信号を受信する必要はない。ＬＴＥにおける単一測定ギャップは、６ｍ
ｓ（すなわち、６サブフレーム）長である。周期は、０～３９ｍｓの時間オフセットを一
緒に伴う４０ｍｓ、または０～７９ｍｓの時間オフセットを一緒に伴う８０ｍｓのいずれ
かに設定されることができる。測定ギャップ構成は、ＵＥ特有であり、これは、異なるＵ
Ｅが異なる周期およびオフセットを有し得ることを意味する。
【００１２】
　キャリア上の信号の不規則伝送は、そのキャリアのための受信機ギャップ構成を伴うＵ
Ｅが、その受信ギャップのいずれにおいても信号を受信しないリスクがあるほど、低頻度
で、または間を空けて伝送されることを意味する。いくつかの実施形態では、信号伝送不
規則性は、参照信号、同期信号、発見信号、またはブロードキャストチャネル等、複数の
受信機を標的にする信号に対してのみ考慮される。いくつかの実施形態では、不規則信号
伝送の理由は、電力を節約するためである。いくつかの実施形態では、不規則信号伝送の
理由は、干渉を低減させることである。
【００１３】
　いくつかの通信システム、例えば、ＬＴＥでは、ある受信ギャップにおいてのみ信号を
受信するように受信機を構成することが可能である。他の時間の間、受信機は、オフにさ
れ得る。そのような方式の目的は、受信機電力消費を低減させることであり得る。ＬＴＥ
では、これは、断続受信（ＤＲＸ）と呼ばれる。いくつかの受信機は、その構成される受
信ギャップの間のみ、信号を受信することが予期され得る。
【００１４】
　不規則に伝送される信号は、例えば、測定ギャップおよび／またはＤＲＸによって定義
される受信ギャップを伴う受信機が、不規則に伝送される信号を全く受信しないリスクが
存在するほど、低頻度で伝送される。ＬＴＥの実施例では、規則的ＰＳＳ／ＳＳＳ周期性
は、５ｍｓ、すなわち、１．６秒以内に３２０回である。不規則ＰＳＳ／ＳＳＳ伝送では
、それらは、例えば、１．６秒以内にわずか１６回等、低頻度で伝送され得る。したがっ
て、測定ギャップを伴うＵＥが、そのギャップのいずれにおいてもそのような不規則に伝
送されるＰＳＳ／ＳＳＳを受信しないリスクが存在する。信号伝送不規則性と信号を高頻
度で受信する受信機との間のトレードオフも存在する。実際、不規則信号伝送および受信
ギャップ構成のいくつかの組み合わせに対して、いくつかの受信機は、信号を全く受信し
ない場合がある。例えば、１６００ｍｓ毎に１ｍｓ中に伝送される信号と、周期８０ｍｓ
、ギャップ長さ６ｍｓ、およびギャップ時間オフセット０～７９ｍｓの周期的受信ギャッ
プを伴う受信機とを検討する。この例では、受信機は、ギャップ時間オフセットが不規則
信号伝送に一致する場合、すなわち、不規則信号伝送が受信ギャップ内で生じる場合、２
０受信ギャップ毎に信号を受信し得る。全ての他のギャップ時間オフセットに対して、受
信機は、いずれの受信ギャップにおいても信号を全く受信しないであろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本開示は、受信機が、不規則信号周期と呼ばれる時間間隔中、少なくとも１回、信号を
受信するであろう可能性を増加させながら、受信ギャップが適用される、モバイル通信ネ
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ットワーク（キャリア）を経由して、信号を繰り返し、但し、不規則に（間を空けて）伝
送するシステムおよび方法を提示する。最初に、伝送オフセットのセットが、選択され、
伝送オフセットは、各伝送オフセットを使用する信号のバーストが伝送される場合、任意
の有効受信ギャップ構成を伴う受信機が、少なくとも１つの信号をその持続時間全体にお
いて受信するであろうように、バースト内に相対的伝送時間を定義する。次いで、不規則
信号周期中、信号が、少なくとも１回、選択されたセット内の伝送オフセットの各々を使
用して１つ以上のバーストにおいて伝送され、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機
が、信号のうちの少なくとも１つを受信することを確実にし、バーストは、無信号伝送周
期によって先行および／または後続され得る。最後に、受信機は、受信機の受信ギャップ
のうちの１つ中に信号のうちの少なくとも１つをその持続時間全体において受信する。
【００１６】
　本開示はまた、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機が、ある期間中、少なくとも
１回、これらの異なる信号の各々を受信するであろうことを依然として保証しながら、複
数の異なる不規則に伝送される信号を多重化するシステムおよび方法を提示する。
【００１７】
　本発明のさらなる特徴および利点ならびに本発明の種々の実施形態の構造および動作が
、付随の図面を参照して下記に詳細に説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
　１つ以上の種々の実施形態による、本発明は、以下の図を参照して詳細に説明される。
図面は、例証のみの目的のために提供され、単に、本発明の例示的実施形態を描写する。
これらの図面は、本発明の読者の理解を促進するために提供され、本発明の範疇、範囲、
または適用性の制限と見なされるべきではない。例証の明確性および容易性のために、こ
れらの図面は、必ずしも、縮尺通りではないことに留意されたい。
【図１】図１は、本発明の１つ以上の実施形態による、受信ギャップを伴うモバイル通信
ネットワーク内において、不規則信号伝送をサポートするシステムの実施例を描写する。
【図２】図２は、本発明の１つ以上の実施形態による、伝送オフセットのセットの実施例
を描写する。
【図３】図３は、本発明の１つ以上の実施形態による、括弧内の例示的数とともに、不規
則信号周期内のバースト伝送の実施例を描写する。
【図４】図４は、本発明の１つ以上の実施形態による、括弧内の例示的数とともに、不規
則信号周期内の分散信号伝送の実施例を描写する。
【図５】図５は、本発明の１つ以上の実施形態による、分散信号伝送フレームワークを使
用した周期的信号伝送の実施例を描写する。
【図６】図６は、本発明の１つ以上の実施形態による、２つの異なる信号のバーストが同
時に伝送される、群バーストの実施例を描写する。
【図７】図７は、本発明の１つ以上の実施形態による、一連の減少群バースト内において
同時に伝送される、２つの異なる信号の減少バーストの実施例を描写する。
【図８】図８は、本発明の１つ以上の実施形態による、時間多重化される、異なる信号の
２つの群バーストの実施例を描写する。
【図９】図９は、本発明の１つ以上の実施形態による、インタリーブされた２つの減少群
バーストの実施例を描写する。
【図１０】図１０は、本発明の１つ以上の実施形態による、モバイル通信ネットワーク内
におけるセル発見のための修正参照信号伝送をサポートするプロセスの実施例のフローチ
ャートを描写する。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　種々の実施形態が、同一参照が類似要素を示す、付随の図面の図において、限定として
ではなく、実施例として例証される。本開示における「ある（ａｎ）」または「１つ（ｏ
ｎｅ）」または「いくつかの（ｓｏｍｅ）」実施形態という言及は、必ずしも、同一の実
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施形態ではなく、そのような言及は、少なくとも１つを意味することに留意されたい。
【００２０】
　例示的実施形態の以下の説明では、その一部を形成し、本発明が実践され得る具体的実
施形態の例証として示される付随の図面を参照する。他の実施形態が利用され得、構造上
の変更が、本発明の好ましい実施形態の範囲から逸脱することなく、行われ得ることを理
解されたい。
【００２１】
　本発明は、セルラーまたはモバイル通信システムのためのシステムおよび方法を対象に
する。本発明の実施形態は、ＬＴＥネットワークに関連して、本明細書に説明される。し
かしながら、本発明は、ＬＴＥネットワークのみに限定されず、本明細書に説明される方
法もまた、非限定実施例に対して、モバイル／モバイル通信、ワイヤレスローカルループ
通信、ワイヤレスリレー通信、またはワイヤレスバックホール通信等の他の用途において
利用されることができる。
【００２２】
　図１は、受信ギャップ（ｒｅｃｅｐｔｉｏｎ　ｇａｐ）を伴うモバイル通信ネットワー
ク内において、不規則信号伝送をサポートする、システム１００の実施例を描写する。図
は、機能的に別個であるようなコンポーネントを描写するが、そのような描写は、単に、
例証目的のためである。この図に表現されるコンポーネントは、任意に、別のソフトウェ
ア、ファームウェア、および／またはハードウェアコンポーネントに組み合わせられるか
、またはそれらへ分割され得ることが明白であるであろう。
【００２３】
　図１の実施例では、システム１００は、選択ユニット１０３と、１つ以上の送信機１０
４と、１つ以上の受信機１０８とを含む。以下に言及されるように、選択ユニット１０３
は、モバイル通信ネットワーク内のサーバ内またはセルまたは基地局内のプロセッサ上で
起動することができる。送信機１０４は、セル、マクロ基地局、高伝送電力基地局、低電
力ノード、または識別および接続のために、セル識別を多層ネットワーク内の受信機１０
８に伝送するように動作可能である任意の他のタイプの基地局に関連付けられることがで
きるが、そのように要求されない。受信機１０８は、セルの範囲内のモバイルまたはユー
ザ機器（ＵＥ）に関連付けられることができるが、そのように要求されず、ＵＥは、限定
ではないが、モバイルコンピューティング、ストレージ、もしくはラップトップＰＣ、タ
ブレットＰＣ、ｉＰｏｄ（登録商標）、ｉＰｈｏｎｅ（登録商標）、ｉＰａｄ（登録商標
）、Ｇｏｏｇｌｅ　Ａｎｄｒｏｉｄデバイス、ポータブルストレージデバイス、または携
帯電話等の通信デバイスのうちの１つであることができる。
【００２４】
　以下に言及されるように、最小ギャップ長さは、セルラーネットワーク内の受信機１０
８のセット間における最小受信ギャップ長さを指す。いくつかの実施形態では、全受信機
１０８の受信ギャップ長さは、最小ギャップ長さに等しい。例えば、ＬＴＥにおける測定
ギャップは全て、６ｍｓに等しく、これは、したがって、その文脈における最小ギャップ
長さに等しい。いくつかの実施形態では、信号持続時間は、信号が、単一受信ギャップ内
でその持続時間全体において受信され得るように、最小ギャップ長さより小さいかまたは
それに等しい。
【００２５】
　以下に言及されるように、最大ギャップ周期は、セルラーネットワーク内の受信機１０
８のセット間における最大受信ギャップ周期（ギャップパターン周期を含む）を指す。例
えば、ＬＴＥでは、測定ギャップ周期は、４０ｍｓまたは８０ｍｓであるように構成され
ることができる。これらの構成の両方とも、使用される場合（例えば、ネットワークまた
はセルのセット内で）、最大ギャップ周期は、８０ｍｓであり得る。４０ｍｓ構成のみが
使用される場合、最大ギャップ周期は、４０ｍｓであり得る。追加の測定ギャップ周期が
、将来のＬＴＥリリースに導入され得ることに留意されたい。
【００２６】
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　以下に言及されるように、不規則信号周期は、有効受信ギャップ構成を伴う受信機１０
８が、その間に少なくとも１回、信号をその持続時間全体において受信する期間として定
義される。本定義は、不規則信号周期が、どんな信号伝送を伴わない時間を追加すること
によって、恣意的に延長されることができることを意味する。これは、例えば、電力消費
を低減させ、および／または干渉を低減させ得る。しかしながら、不規則信号周期を延長
することの短所は、受信機１０８が信号を受信する前の時間遅延が増加し得ることである
。故に、長い不規則信号周期（より少ない電力消費および／または干渉および／またはよ
り長い遅延）と短い不規則信号周期（より多い電力消費および／または干渉ならびに／も
しくはより短い遅延）との間のトレードオフが存在し得る。故に、不規則信号周期は、信
号伝送パターン設計への入力パラメータとして見なされ得る。
【００２７】
　図１の実施例では、選択ユニット１０３は、１つ以上のバーストにおける不規則信号の
伝送のための伝送オフセットのセットを選択するように構成される。伝送オフセットは、
バースト内の信号伝送時間を説明する。いくつかの実施形態では、オフセットは、参照タ
イミングに関連する。いくつかの実施形態では、オフセットは、バーストの持続時間が最
大ギャップ周期に等しいので、０～最大ギャップ周期（または、離散時間が使用される別
の実施形態では、最大ギャップ周期－１）である。故に、いくつかの実施形態では、信号
は、時間（０）と時間（最大ギャップ周期＋持続時間）との間において、送信機１０４に
よって伝送され得、すなわち、セット内の第１の信号が、時間（オフセット）（０）で開
始し得、セット内の最後の信号が、時間（オフセット）（最大ギャップ周期）で開始し、
（最大ギャップ周期＋持続時間）で終了し得る。いくつかの実施形態では、信号は、時間
（０）と時間（最大ギャップ周期＋持続時間－１）との間において、送信機１０４によっ
て離散時間に伝送され得る、すなわち、バースト内の第１の信号は、時間（オフセット）
（０）で開始し得、バースト内の最後の信号は、時間（オフセット）（最大ギャップ周期
）で開始し、（最大ギャップ周期＋持続時間－１）で終了し得る。いくつかの実施形態で
は、送信機１０４は、別の参照タイミングの選択によって、セットにおいてオフセットを
時間においてシフトさせるように構成される（０～最大ギャップ周期）。
【００２８】
　いくつかの実施形態では、伝送オフセットのセットは、任意の有効受信ギャップ構成を
伴う受信機１０８が、セット内の全オフセットを使用する信号伝送バーストにおいて、送
信機１０４によって伝送される信号をその持続時間全体において受信する特性を有する。
ここでは、セット内の全オフセットを使用する信号伝送バーストは、セット内の全オフセ
ットを使用する信号の連続伝送を含む。いくつかの実施形態では、オフセットのセットは
、可能な限り小さくなるように設定される。
【００２９】
　図２は、伝送オフセットのセットの実施例を描写する。図２に描写される実施例では、
伝送オフセットのセット内に３つのオフセットと、３つの例示的有効受信機ギャップ構成
とが存在する。有効受信機ギャップ構成は、固定ギャップ長さを伴う周期的ギャップを含
み、時間オフセットのみ、構成間で変動され、バーストの長さは、最大ギャップ周期＋持
続時間に等しい。図２に描写されるように、信号は、任意の有効受信ギャップ内のその持
続時間全体において受信される（この例では、任意の時間オフセットに対して）。故に、
伝送オフセットのセットは、前述の特性を充足する。
【００３０】
　いくつかの実施形態では、受信ギャップは、信号が不規則に伝送されるキャリア（例え
ば、ｆ２）ではなく、別のキャリア（例えば、ｆ１）上でサービス提供される受信機１０
８のために構成されるが、受信機１０８は、受信ギャップ中、ｆ２に対して周波数間測定
を行う。
【００３１】
　受信機の受信ギャップ間の時間的重複が悪影響を有し得る場合、異なる受信機１０８の
受信ギャップを時間的に拡散することが有益であり得るいくつかの状況がある。以下は、



(12) JP 2016-541131 A 2016.12.28

10

20

30

40

50

２つの非限定的実施例である。
・　周波数／ＲＡＴ間測定に対して、いくつかの受信機がキャリアｆ１上でサービス提供
されるワイヤレス通信システムを検討する。さらに、殆どの受信機１０８が、ｆ１上で任
意の信号を受信しないと予期され得る受信ギャップで構成される必要があると仮定する。
代わりに、受信機は、例えば、セル検索および／または測定を行うために他のＲＡＴをお
そらく使用する他のキャリア上で信号を受信し得る。ｆ１上でサービス提供される受信機
の受信ギャップが、重複するように構成される場合、ｆ１上での性能に悪影響を及ぼし得
る。理由は、重複する受信ギャップ中、ｆ１上のスケジューラが、例えば、ｆ１上での受
信機へのデータ伝送をスケジューリングする機会が殆どなく、最悪の場合、全くその機会
がないためである。ｆ１上でサービス提供される受信機の受信ギャップが、代わりに、時
間的に拡散される場合、ｆ１スケジューラが、スケジューリングされ得る受信機が少なす
ぎる（おそらく全くない）時間を経験する可能性は低い。いくつかの実施形態では、ＬＴ
Ｅ　ＵＥは、いくつかの実施形態では、ＬＴＥ測定ギャップである受信ギャップ中、周波
数間および／またはＲＡＴ間セル検索、測定、および／または他の動作を行い得る。
・　断続受信（ＤＲＸ）に対して、多くの受信機がＤＲＸで構成され、それらが、異なる
受信機に対して異なり得るその構成される受信ギャップにおいてのみ、信号を受信する通
信システムを検討する。前述のように、スケジューラに、選択すべき適切な受信機のセッ
トを継続的に与えるために、受信ギャップを時間的に拡散することは、有益であり得る。
このサブセクションにおけるＤＲＸ例に対して、受信機は、受信ギャップの間のみ、受信
（したがって、スケジューリング）のために利用可能であることに留意されたい。前述の
周波数／ＲＡＴ間測定例に対して、受信機は、受信ギャップ外においてのみ、受信（ｆ１
上で）のために利用可能である。
・　いくつかの実施形態では、受信ギャップは、異なる種類であることができる。ＬＴＥ
実施例では、受信ギャップは、測定ギャップでもあり、ＤＲＸにも起因し得る。
【００３２】
　いくつかの実施形態では、送信機１０４は、最小ギャップ長さ持続時間の周期性を伴っ
て、バースト内に信号オフセットを均一に分散させるように構成される。受信ギャップは
、最小ギャップ長さより短くないので、各受信ギャップは、信号をその持続時間全体にお
いて含むであろう。長さ６ｍｓと、周期４０ｍｓまたは８０ｍｓとを有する、ＬＴＥにお
ける測定ギャップの非限定的実施例では、最小ギャップ長さは、６ｍｓに等しい。４０ｍ
ｓおよび８０ｍｓ周期の両方が、受信機１０８間で構成される場合、最大ギャップ周期は
、８０ｍｓとなる。いくつかの実施形態では、送信機１０４は、１ｍｓ粒度を伴って、ギ
ャップオフセットを選択するように構成される。持続時間１ｍｓを伴う信号の別の非限定
的実施例では（ＬＴＥにおけるＰＲＳまたはＣＳＩ－ＲＳと同様に）、最小ギャップ長さ
－持続時間は、５ｍｓに等しく、これは、バースト内の信号周期性であり得る。１４の要
素を伴って設定される伝送オフセットの一実施例は、｛０　５　１０　１５　・・・　６
０　６５　７０　７５｝ｍｓであり、これは、信号が開始オフセット０、５等を伴って伝
送されることを意味する。最大ギャップ周期およびバーストは両方とも、８０ｍｓである
ため、任意の測定ギャップ構成を伴う受信機１０８は、バーストの間、ギャップ発生を有
するであろう。ギャップは、６ｍｓ長であるため、バーストの間の測定ギャップは、信号
をその持続時間全体において含むであろう。
【００３３】
　いくつかの実施形態では、送信機１０４は、不規則信号周期内において、単一バースト
を伝送するように構成される。いくつかの実施形態では、送信機１０４は、複数の連続し
た不規則信号周期（「バースト伝送とも称される」）内において、同一時間オフセットを
伴う（不規則信号周期内のバーストの伝送時間を定義する時間オフセットを伴う）複数の
バーストを伝送するように構成される。別の実施形態では、送信機１０４は、複数の連続
不規則信号周期内において、異なるまたは部分的に異なる時間オフセットを伴う（不規則
信号周期内のバーストの伝送時間を定義する時間オフセットを伴う）バーストを伝送する
ように構成される。いくつかの実施形態では、送信機１０４は、異なる不規則信号周期内
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において、伝送オフセットの異なるセットを利用するように構成される（バースト内の信
号の伝送時間を定義する伝送オフセットを伴う）。いくつかの実施形態では、伝送オフセ
ットのセットは、前述のＬＴＥ測定ギャップ実施形態におけるものに類似し、例えば、一
例では、オフセット｛０　５　・・・　７０　７５｝ｍｓを伴う。別の例では、オフセッ
トは、｛１　６　・・・　７１　７６｝ｍｓ、｛２　７　・・・　７２　７７｝ｍｓ、｛
３　８　・・・　７３　７８｝ｍｓ、または｛４　９　・・・　７４　７９｝ｍｓである
ことができる。バースト伝送に続いて、信号は、長時間、例えば、１５２０ｍｓの間、送
信機１０４によって伝送されず、バーストは、周期１６００ｍｓを伴って、周期的に伝送
されることを意味する。いくつかの実施形態では、送信機１０４は、不規則信号周期内に
異なる時間オフセットを伴って、複数のバーストを伝送するように構成される。
【００３４】
　図３は、括弧内に、前述のＬＴＥ実施形態からの例示的数を伴って、不規則信号周期内
のバースト伝送の実施例を描写する。バースト伝送は、任意の受信ギャップ構成を伴う受
信機１０８が、バースト中、信号を受信することを確実にする。図３に描写される実施例
では、信号持続時間は、１ｍｓであり、バースト内の信号は、周期５ｍｓで伝送され、バ
ーストは、８０ｍｓ続く。バーストの最後の４ｍｓは、信号を含まない。図３に描写され
る実施例では、次の不規則信号周期の部分は、次のバーストを含むことが分かる。いくつ
かの実施形態では、受信機１０８は、例えば、受信機１０８がバースト中にオンにされる
ことを確実にするために、バーストが不規則信号周期内で伝送される場合、ネットワーク
を介して、送信機１０４によって知らされる。
【００３５】
　いくつかの実施形態では、送信機１０４は、バーストの最大ギャップ周期（すなわち、
持続時間）が受信機１０８の有効受信ギャップ周期の倍数であり、それによって、受信ギ
ャップと減少バーストとの間の相対的時間オフセットが、一連の連続したバーストにおい
て維持される（すなわち、次の減少バーストが、前のバーストの終了時に開始する）場合
、不規則信号周期内の分散（すなわち、バーストではない）信号伝送をサポートするよう
に構成される。受信ギャップ周期４０ｍｓおよび８０ｍｓを伴うＬＴＥの実施例では、最
大ギャップ周期は、８０ｍｓであり、これは、４０ｍｓおよび８０ｍｓの倍数である。い
くつかの実施形態では、送信機１０４による不規則信号伝送は、以下の通りである。連続
した一連の減少バーストが不規則信号周期内で伝送され、減少バーストの各々は、バース
ト、すなわち、最大ギャップ周期と同一の持続時間を有し、信号は、伝送オフセットのサ
ブセットを使用して伝送される。サブセットは、空であり得、すなわち、信号が減少バー
スト内で伝送されないことに留意されたい。不規則信号周期内の一連の減少バーストでは
、伝送オフセットのセット内の全オフセットを伴う信号が、少なくとも１回、使用される
。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、一連の減少バーストは、不規則信号周期と同時に開始しない
。いくつかの実施形態では、一連の減少バーストは、不規則信号周期と同時に終了しない
。いくつかの実施形態では、伝送オフセットのセット内の各オフセットは、不規則信号周
期内において、１回、すなわち、減少バーストうちの少なくとも１つにおいて使用される
。いくつかの実施形態では、伝送オフセットの異なるセットが、異なる不規則信号周期内
で使用され得る。
【００３７】
　ＬＴＥの実施例では、周期４０ｍｓおよび８０ｍｓ、または８０ｍｓのみを伴う測定ギ
ャップが、構成される。したがって、最大ギャップ周期は、８０ｍｓとなり、これはまた
、減少バーストの持続時間でもある。伝送オフセットのセット、例えば、｛０　５　・・
・　７０　７５｝ｍｓが、使用されることができる。他の実施形態では、オフセットは、
｛１　６　・・・　７１　７６｝ｍｓ、｛２　７　・・・　７２　７７｝ｍｓ、｛３　８
　・・・　７３　７８｝ｍｓ、または｛４　９　・・・　７４　７９｝ｍｓであることが
できる。いくつかの実施形態では、送信機１０４による不規則信号伝送は、以下のステッ
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プに従う。
・　不規則信号周期内の第１の減少バーストでは、単一信号が、セットからのオフセット
を使用して伝送される。例えば、伝送オフセットのサブセットは、｛０｝であり得る。
・　第１のバーストの直後に続く、不規則信号周期内の第２の減少バーストでは、単一信
号が、セットからのオフセットを使用して伝送される。例えば、伝送オフセットのサブセ
ットは、｛５｝であり得る。
・　・・・
・不規則信号周期内の１６番目の減少バーストでは、単一信号が、セットからのオフセッ
トを使用して伝送される。例えば、伝送オフセットのサブセットは、｛７５｝であり得る
。
・１７、１８、１９、および２０番目の減少バーストでは、伝送オフセットのサブセット
は、空であり得る。これは、（ここで検討される種類の）信号が伝送されないことを意味
するであろう。
【００３８】
　図４は、括弧内に、前述のＬＴＥ実施形態からの例示的数を伴って、不規則信号周期内
の分散信号伝送の実施例を描写する。そのような分散信号伝送は、任意の受信ギャップ構
成を伴う受信機１０８が、不規則信号周期内の減少バーストのうちの少なくとも１つにお
いて、信号を受信することを確実にする。
【００３９】
　いくつかの実施形態では、前述のような分散信号伝送は、周期的信号伝送をもたらす。
いくつかの実施形態では、送信機１０４は、前述のＬＴＥ実施形態と同様に（２０減少バ
ーストを伴う）、周期８５ｍｓを伴って、信号を伝送するように構成されるが、第１の減
少バースト（オフセット０を伴う）が再び伝送されるであろう前に、１６番目の減少バー
スト（オフセット７５を伴う）の後に、空の１７番目の減少バーストが続くであろう。故
に、不規則信号周期は、図５に描写される分散信号伝送フレームワークを使用した周期的
信号伝送の実施例によって図示されるように、１７の減少バースト長、すなわち、本実施
例では、１３６０ｍｓとなるであろう。他の周期的不規則信号伝送実施形態も、伝送オフ
セットの他のセットを伴う不規則信号周期内の分散信号伝送のフレームワークによって網
羅され得る。図５の実施例における最右減少バースト（１）は、次の不規則信号周期に属
することに留意されたい。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、例えば、信号が受
信され得る受信ギャップの間、受信機がオンにされることを確実にするために、分散伝送
の特性に関して送信機１０４によって知らされる。
【００４０】
　図１の実施例では、受信機１０８は、受信ギャップ内で異なる不規則に伝送される信号
を受信するように構成される。いくつかの実施形態では、異なる不規則に伝送される信号
は、異なる送信機１０４によって伝送される。いくつかの実施形態では、異なる不規則に
伝送される信号は、同一種類の信号であるが、異なる信号が受信機１０８によって区別さ
れ得るように、異なる時間および／または周波数上で、ならびに／もしくは異なるコード
またはシーケンスを使用して、伝送される。いくつかの実施形態では、異なる信号の不規
則信号周期は、等しい。いくつかの実施形態では、異なる信号の不規則信号周期は、異な
る。
【００４１】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、受信ギャップで構成される場合、不規則に
伝送される信号を受信し得る。いくつかの実施形態では、受信ギャップで構成される受信
機１０８は、可能な限り多くの不規則に伝送される信号を受信することが望ましい。信号
が頻繁に受信される場合、受信機は、遅延が殆どなく、あるアクションを行い得、これは
、その性能を改善し得る。例えば、セルラー通信システム内の受信機１０８が、信号強度
測定をより頻繁に行うことができる場合、別のセルへのハンドオーバーをより迅速に開始
し、かつ行い、それによって、性能を改善することが可能である。
【００４２】
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　以下の議論における非限定的実施例のように、異なる不規則に伝送される信号は、異な
る送信機によって伝送され、異なる信号は、同じ不規則信号周期を有すると仮定される。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、例えば、コード、周波数、および／または
空間多重化、もしくはある他の種類の多重化を使用して、同一時間中に伝送される異なる
信号群（群信号と称される）を区別するように構成される。いくつかの実施形態では、異
なる不規則に伝送される信号は、前述のように、同時に発生するバーストを伴う、バース
ト不規則信号伝送を使用する。いくつかの実施形態では、群信号のバーストは、群バース
トとして伝送され得る。群バーストは、例えば、コード、周波数、および／または空間多
重化を使用して同時に伝送される、バースト群である。図６は、２つの異なる信号のバー
ストが、例えば、コードまたは周波数多重化を使用して同時に伝送される、群バーストの
実施例を描写する。群バーストにおいて不規則に伝送される信号の各々は、前述のように
、単一の不規則に伝送される信号の特性を充足するので、任意の有効受信ギャップ構成を
伴う受信機１０８は、少なくとも１つの受信ギャップにおいて、群バースト内の各信号を
その持続時間全体において受信することができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、異なる信号は、ＬＴＥにおけるＰＳＳ／ＳＳＳに隣接する未
使用ＲＥを使用する発見信号である。いくつかの実施形態では、異なるセルの異なる送信
機１０４からの発見信号は、コード、周波数、および／または空間多重化を使用して、同
一ＰＳＳ／ＳＳＳに隣接して伝送される。多重化を使用することによって、より多くのセ
ルが、受信機１０８によって発見されることができる。いくつかの実施形態では、発見信
号は、群バースト中、すなわち、５ｍｓ毎に、各ＰＳＳ／ＳＳＳに隣接して伝送される。
いくつかの実施形態では、異なる不規則に伝送される信号は、前述のように、分散不規則
信号伝送を使用し、減少バースト内の信号は、同時に伝送される。
【００４５】
　いくつかの実施形態では、送信機１０４は、群信号の減少バーストを減少群バーストと
して伝送するように構成される。減少群バーストは、例えば、コード、周波数、および／
または空間多重化を使用して同時に伝送される、減少バースト群であり、信号は、図７に
おける実施例に描写されるように、同一オフセットを使用して伝送され、２つの異なる信
号の減少バーストは、例えば、コードまたは周波数多重化を使用して、一連の減少群バー
ストで同時に伝送される。そのように多重化される減少バーストは、減少群バーストと呼
ばれる。一連の減少群バーストで不規則に伝送される信号の各々は、単一の不規則に伝送
される信号の特性を充足するので、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機１０８は、
少なくとも１つの受信ギャップにおいて、一連の減少群バーストにおける各信号をその持
続時間全体において受信することができる。最大ギャップ周期が８０ｍｓであり、伝送オ
フセットのセットが｛０、５、１０、１５、・・・、６５、７０、７５｝である、非限定
的実施例に対して、送信機１０４の第１のセットは、オフセット｛０、１０、２０、・・
・、６０、７０｝ｍｓを伴う減少群バースト（０）と、オフセット｛５、１５、２５、・
・・、６５、７５｝ｍｓを伴う減少群バースト（１）とを使用し得る一方、送信機１０４
の第２のセットは、オフセット｛５、１５、２５、・・・、６５、７５｝ｍｓを伴う減少
群バースト（０）と、オフセット｛０、１０、２０、・・・、６０、７０｝ｍｓを伴う減
少群バースト（１）とを使用し得る。ＰＳＳ／ＳＳＳに隣接するＲＥ上にＤＳを伴う実施
形態では、送信機１０４の第１のセットは、８つの無線フレーム（すなわち、８０ｍｓ）
の間、サブフレーム０内においてＰＳＳ／ＳＳＳに隣接してＤＳを伝送する一方、送信機
１０４の第２のセットは、８つの無線フレームの間、サブフレーム５においてＰＳＳ／Ｓ
ＳＳに隣接してＤＳを伝送する。次の８つの無線フレームの間、送信機１０４のセットは
、ＤＳ伝送のためにサブフレームを切り替える。他の実施形態は、異なるパラメータ、例
えば、最大ギャップ周期または伝送オフセットのセットを有し得る。別の実施形態では、
セルのより多くのセットが、より多くの減少群バーストを使用して、時間インタリーブさ
れる。
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【００４６】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の（異なる）送信機１０４は、重複しないように、
すなわち、バーストが、時間多重化されるように、異なる不規則に伝送される信号のバー
ストを伝送するように構成される。いくつかの実施形態では、バーストの時間多重化は、
図８に描写される実施例によって図示されるように、他の種類の信号多重化と組み合わせ
られ、異なる信号の２つの群バーストは、時間多重化される。第１の群バーストでは、２
つの異なる信号が、伝送される。第２の群バーストでは、２つの他の信号が、伝送される
。４つの異なる不規則に伝送される信号が、同一不規則信号周期中に一緒に伝送される。
異なる信号のバーストは、前述の他の形態の多重化に加え、時間多重化されることができ
る。異なる群バースト内の不規則に伝送される信号の各々は、単一の不規則に伝送される
信号の特性を充足するので、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機１０８は、少なく
とも１つの受信ギャップにおいて、異なる多重化された信号の各々をその持続時間全体に
おいて受信することができる。
【００４７】
　いくつかの実施形態では、１つ以上の（異なる）送信機１０４は、信号が重複しないよ
うに、すなわち、異なる信号が減少バーストにおいて時間インタリーブされるように、異
なる不規則に伝送される信号の群の減少バーストを同時に伝送するように構成される。い
くつかの実施形態では、同時減少バーストにおけるインタリーブは、図９に描写される実
施例によって図示されるように、前述の他の種類の信号多重化と組み合わせられ、２つの
減少群バーストが、インタリーブされる。４つの異なる不規則に伝送される信号が、同一
不規則信号周期中に一緒に伝送される。いくつかの実施形態では、異なる信号の減少バー
ストは、前述の他の形態の多重化に加え、時間インタリーブされることができる。異なる
減少群バーストで不規則に伝送される信号の各々は、単一の不規則に伝送される信号の特
性を充足するので、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機１０８は、少なくとも１つ
の受信ギャップにおいて、異なる多重化された信号の各々をその持続時間全体において受
信することができる。インタリーブされた信号伝送は、継続的に受信するように構成され
る受信機１０８が、より短い遅延を伴って、全ての異なる不規則に伝送される信号を受信
することができるという点において、バースト信号伝送より利益を享受する。
【００４８】
　いくつかの実施形態では、送信機１０４は、いくつかの信号を時間的に分離された複数
の異なる信号部分に分割し、伝送するように構成される。反復信号は、複数の異なる反復
信号部分に分割され得る。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、信号の目的である
動作を行うために、信号持続時間が複数の信号部分に及ぶように、受信された複数の信号
部分を利用するように構成される。しかしながら、いくつかの実施形態では、複数の信号
部分が、受信機１０８が信号の目的である動作を正常に行うために、同一受信ギャップ内
で受信される必要はない。そのような場合、同一信号に対応する異なる信号部分は、異な
る受信ギャップ内で受信されることができる。いくつかの実施形態では、送信機１０４は
、任意の有効受信ギャップ構成のために、異なる信号部分の各々が、不規則信号周期中、
少なくとも１つの受信ギャップにおいて受信されるように、伝送オフセットのセットを選
択するように構成される。
【００４９】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、不規則信号伝送の存在および／またはパラ
メータを通知される。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、複数の不規則信号伝送
の存在および／またはパラメータを通知される。いくつかの実施形態では、前述の情報は
、送信機１０４、またはネットワーク、例えば、モバイルネットワークによって提供され
る。
【００５０】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、複数の不規則信号伝送の存在および／また
は使用中の伝送パラメータを検出するように構成される。一実施例では、２つの異なる可
能な不規則信号周期が存在し得る。受信された信号の相関関数（例えば、時間的自動相関
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）を推定することによって、受信機１０８は、使用中の不規則信号周期を検出することが
できる。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、２つのステップにおいて、相関関数
を推定するように構成される。第１のステップでは、時間以外の次元、例えば、コード／
シーケンスおよび／または周波数における相関が、推定される。第２のステップでは、時
間ドメインにおける相関が、コード／シーケンス／周波数相関に基づいて推定される。例
えば、複数の異なる信号（例えば、異なる変調シーケンス）が、前述の図９に図示される
ように、同一時間機会に伝送され得る場合、各そのような信号の相関は、機会毎に受信機
によって算出されることができ、相関は、対応する信号／シーケンスの受信された電力に
対応し得る。時間ドメインにおけるそのような電力（または、振幅）の相関が、次いで、
受信機によって算出され得る。あるレベルの定常性を仮定すると、信号電力／振幅は、不
規則信号周期に従って、時間的に繰り返され、これは、第２のステップにおける時間相関
において観察され得る。不規則信号周期は、次いで、推定され得る。いくつかの実施形態
では、異なる不規則信号周期は、異なる伝送パラメータに対応し、したがって、不規則信
号周期を検出することによって、受信機１０８はまた、他の伝送パラメータを暗黙的に検
出することができる。
【００５１】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、受信ギャップ内で受信された信号に基づい
て、相関関数を推定するように構成される。いくつかの実施形態では、不規則に伝送され
る信号は、推定される相関関数が、受信機の受信ギャップ構成にかかわらず、不規則信号
周期等の伝送パラメータを適切に推定するために使用されることができるようなものであ
る。
【００５２】
　いくつかの実施形態では、受信機１０８は、参照時間に関連して、不規則信号周期の相
対的タイミングを検出するように構成される。ＬＴＥ実施形態では、受信機は、例えば、
システムフレーム番号（ＳＦＮ）ではなく、ＰＳＳ／ＳＳＳを使用することによって、フ
レーム同期を得る。いくつかの実施形態では、不規則信号周期の開始は、ＳＦＮまたはＳ
ＦＮの一部（例えば、最小有効ビット）に関連して定義される。いくつかの実施形態では
、受信機１０８は、最初にＳＦＮを得ずに、不規則信号周期の開始を検出するように構成
される。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、不規則信号周期ならびに不規則信号
周期の開始を併せて検出するように構成される。
【００５３】
　いくつかの実施形態では、異なる不規則に伝送される信号は、複数のスモールセルから
伝送されるスモールセルＤＳである。いくつかの実施形態では、スモールセルは、スモー
ルセルのクラスタに分割されることができる。いくつかの実施形態では、受信機１０８は
、受信機１０８がどのクラスタに最も近いかが未知である場合、ギャップオフセットまた
は構成（クラスタ識別ギャップとも称される）の第１のセットからの１つ以上のもので構
成される。このセットは、単一オフセットを含み得る。いくつかの実施形態では、不規則
信号伝送は、セット内のギャップオフセットに対して、受信機が最も近いクラスタが迅速
に検出され得るように多重化される。いくつかの実施形態では、受信機１０８は、受信機
がどのクラスタに最も近いかが既知である場合、受信ギャップオフセットまたは構成（セ
ル識別ギャップとも称される）の第２のセットからの１つ以上のもので構成される。この
セットは、単一の受信ギャップオフセットを含み得る。いくつかの実施形態では、不規則
に伝送される信号は、セット内のギャップオフセットに対して、受信機１０８が最も近い
クラスタ内のセル／基地局が迅速に検出され得るように、異なるセル／基地局によって多
重化される。受信機１０８が最近傍であるクラスタの一般的発見のための受信ギャップオ
フセット（クラスタ識別ギャップ）の１つのセットと、受信機１０８が最も近いクラスタ
内のセルの発見のためのギャップオフセット（セル識別ギャップ）の他のセットとを有す
ることによって、発見時間は、削減され得る。前述の方法はまた、（ある面積内の）全ス
モールセルからの全信号が、１つのギャップ内に適合しない状況において、例えば、スモ
ールセルの数が非常に多いが、各クラスタからの信号が、１つのギャップ内に適合する場
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合、有用であり得る。クラスタ識別ギャップを使用した最も近いクラスタの識別後、対応
するセル識別ギャップは、クラスタ内の最も近いセルが発見され得るように構成される。
【００５４】
　図１０は、モバイル通信ネットワーク内におけるセル発見のための修正参照信号伝送を
サポートするプロセスの実施例のフローチャート１０００を描写する。この図は、例証目
的のために、機能的ステップを特定の順序で描写するが、プロセスは、ステップの任意の
特定の順序または配列に限定されない。当業者は、この図に描かれる種々のステップが、
種々の方法において、省略される、並べ替えられる、組み合わせられる、および／または
適合され得ることを理解するであろう。
【００５５】
　図１０の実施例では、フローチャート１０００は、ブロック１００２から開始し、そこ
で、複数の伝送オフセットが、ある期間中、任意の有効受信ギャップ構成を伴う受信機が
、少なくとも１つの信号をその持続時間全体において受信するように、受信ギャップの有
効構成に基づいて選択される。フローチャート１０００は、ブロック１００４に継続し、
そこで、１つ以上の信号が、受信ギャップの有効構成を伴う受信機の各々が、信号のうち
の少なくとも１つを受信するように、ある期間中、選択された伝送オフセットの各々を使
用して１つ以上のバースト内で伝送される。フローチャート１０００は、ブロック１００
６で終了し、そこで、信号のうちの少なくとも１つが、ある期間中、任意の有効受信ギャ
ップ構成を伴う受信機によって、その持続時間全体において受信される。
【００５６】
　用語「例示的」は、「実施例または例証としての役割を果たす」ことを意味するために
本明細書で使用される。「例示的」として本明細書に説明される任意の側面または設計は
、必ずしも、他の側面または設計より好ましいまたは有利として解釈されるものではない
。
【００５７】
　前述は、単に、本開示の原理を図示する。したがって、当業者が、本明細書に明示的に
説明または図示されないが、本開示の原理を具現化し、その精神および範囲内に含まれる
、種々の配列を考案可能であることが理解されるであろう。さらに、本明細書に列挙され
る全ての実施例および条件付き用語は、原則的に、教育目的のためだけのものであり、読
者が、本開示の原理および当該分野の促進に本発明者らが寄与する概念の理解を助け、そ
のように具体的に列挙した実施例および条件を限定するものとして解釈されるべきではな
いことが明示的に意図される。
【００５８】
　本発明の１つ以上の実施形態が、上記に説明されているが、それらは、限定としてでは
なく、実施例にすぎないものとして提示されていることを理解されたい。同様に、種々の
図または略図は、本開示に含まれ得る特徴および機能性を理解する際に、補助するために
行われる、本開示に関するアーキテクチャまたは他の構成である実施例を描写し得る。本
開示は、例証される例示的アーキテクチャまたは構成に制限されないが、様々な代替アー
キテクチャおよび構成を使用して、実装されることができる。
【００５９】
　加えて、本発明は、種々の例示的実施形態および実装の観点から上記に説明されるが、
１つ以上の個々の実施形態に説明される種々の特徴および機能性は、そのような実施形態
が説明されるかどうか、かつそのような特徴が説明される実施形態の一部として提示され
るかどうかにかかわらず、それらが説明される特定の実施形態のその適用性に限定されず
、代わりに、単独またはいくつかの組み合わせで、本発明の１つ以上の他の実施形態に適
用され得ることを理解されたい。したがって、本発明の範疇および範囲は、上記に説明さ
れる例示的実施形態のいずれかによって限定されるべきではない。
【００６０】
　本書に説明される１つ以上の機能は、適切に構成されるモジュールまたはユニットによ
って実施され得る。本明細書に使用される用語「ｍｏｄｕｌｅ（モジュール）」または「
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ユニット」は、本明細書に説明される関連付けられる機能を実施するためのハードウェア
、ファームウェア、ソフトウェアおよびソフトウェアを実行する任意の関連付けられるハ
ードウェア、ならびにこれらの要素の任意の組み合わせを指すことができる。加えて、種
々のモジュールまたはユニットは、個別のモジュールであることができる。しかしながら
、当業者に明白であろうように、２つまたはそれを上回るモジュールが、本発明の実施形
態に従って、関連付けられる機能を実施する単一のモジュールを形成するように組み合わ
せられ得る。
【００６１】
　加えて、本書に説明される１つ以上の機能は、概して、メモリストレージデバイスまた
はストレージユニット等の媒体を指すために、本明細書に使用される「コンピュータプロ
グラム製品」、「非一過性コンピュータ読み取り可能な媒体」、および同等物内に記憶さ
れるコンピュータプログラムコードを用いて実施され得る。コンピュータ読み取り可能な
媒体のこれらおよび他の形態は、プロセッサに規定の動作を実施させるために、プロセッ
サによる使用のため１つ以上の命令を記憶することに関与し得る。そのような命令は、概
して、実行されると、コンピューティングシステムが所望の動作を実施することを可能に
する「コンピュータプログラムコード」（コンピュータプログラムまたは他の群化の形態
で群化され得る）と称される。
【００６２】
　明確性の目的のために、上記の説明は、異なる機能的ユニットおよび／またはプロセッ
サを参照して、本発明の実施形態を説明していることが認識されるであろう。しかしなが
ら、異なる機能的ユニット、プロセッサ、またはドメイン間での機能性の任意の好適な分
配は、本発明から逸脱することなく、使用され得ることが明白であるであろう。例えば、
別のユニット、プロセッサ、またはコントローラによって実施される例証される機能性は
、同一のユニット、プロセッサ、またはコントローラによって実施され得る。故に、具体
的機能的ユニットの言及は、本発明によって要求される厳密な論理的または物理な構造も
しくは編成を示すのではなく、説明された機能性を提供するための好適な手段の言及のみ
と見なされる。
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